
Contents

VOL.476

発　行 ● 富山県商工会連合会  （責任者／ 石澤義文）
　　　　　 〒 930-0855 富山市赤江町 1-7
　　　  　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　 　 URL http://www.shokoren-toyama.or.jp

発行日 ● 平成 27 年 2 月1日  （毎月1 回 1日発行）

定　価 ● 一部 50 円  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

　

一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
の
三
日
間
、
東
京
駅
地
下
一
階
び
ゅ

う
ス
ク
エ
ア
で
、「
き
と
き
と
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
逸
品
フ
ェ
ス
タ
～
い
い

ね
！
近
い
ね
！
富
山
の
魅
力
新
発
見
！
～
」
を
開
催
し
た
。

２　新春互礼会
３　富山大学基金事業　他
４　元気な商工会地域づくり支援事業　他
５　税務署からのお知らせ　他
６　わが社も経営改善にチャレンジ　他
７　元気とやまきときとトピックス　他
８　日本政策金融公庫からのお知らせ　他

て
い
た
だ
き
た
い
。
商
工
会
は
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
頑
張

る
小
規
模
事
業
者
に
光
を
あ
て
、
新

商
品
開
発
・
販
路
拡
大
の
一
助
と
な

り
た
い
」
と
述
べ
、
芝
田
聡
富
山
県

首
都
圏
本
部
長
、
江
藤
尚
志
Ｊ
Ｒ
東

日
本
東
京
支
社
東
京
駅
長
の
三
名

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

開
幕
し
た
。

会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
、富
山
の
特
産
品
を
購
入
し
た
り
、

試
食
を
す
る
姿
が
み
ら
れ
た
。
来
場

者
か
ら
は
「
富
山
に
は
立
山
連
峰
や

世
界
遺
産
の
五
箇
山
合
掌
集
落
な
ど

見
た
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

日
本
海
の
新
鮮
な
海
の
幸
も
満
喫
し

た
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

ま
た
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
富
山

県
の
伝
統
民
謡
の
「
こ
き
り
こ
節
」、

「
む
ぎ
や
節
」、「
越
中
八
尾
お
わ
ら
節
」

や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
富
山
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
キ
ト
キ
ト
君
」、「
メ
ル
ギ
ュ
ー
く
ん・

メ
ル
モ
モ
ち
ゃ
ん
」
の
シ
ョ
ー
等
が

富
山
の
米
、味
噌
、日
本
酒
、豆
腐
、

和
菓
子
、
ラ
ー
メ
ン
、
か
ま
ぼ
こ
、

海
産
物
、
ま
す
の
寿
司
、
ス
イ
ー
ツ
、

農
産
加
工
物
、
お
か
き
、
木
製
品
等

二
十
二
事
業
者
が
出
展
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

お
い
て
、
石
澤
義
文
富
山
県
商
工
会

連
合
会
長
（
全
国
連
会
長
）
が
「
北

陸
新
幹
線
開
業
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
捉
え
、
東
京
の
方
々
に
富
山
の
特

産
物
や
伝
統
芸
能
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
い
、
多
く
の
人
に
富
山
に
来

商工
春
秋
城
崎
と
出
石
を

訪
れ
た
。
宿
泊

し
た
城
崎
温
泉
で
は
松
葉

カ
ニ
の
コ
ー
ス
料
理
と
温
泉
街
に

設
置
さ
れ
た
七
つ
の
外
湯
め
ぐ
り

を
楽
し
ん
だ
。
古
い
町
並
み
に
は

イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
や
ジ
ェ
ラ
ー
ド

等
若
者
向
け
の
お
店
が
増
え
て
い

た
。
女
性
同
志
の
温
泉
ガ
ー
ル
が

嬉
々
と
し
て
歩
い
て
い
た
。

▼
翌
日
訪
問
し
た
出
石
町
は
、
江

戸
時
代
に
は
五
万
八
千
石
の
城
下

町
と
し
て
栄
え
た
。
鉄
道
の
廃
止

に
よ
り
町
は
衰
退
、危
機
感
を
持
っ

た
地
元
住
民
は
自
ら
出
資
し
「
出

石
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
を
立
ち
上

げ
た
。
城
下
町
の
面
影
を
残
す
町

並
み
や
「
出
石
皿
そ
ば
」
を
復
活

さ
せ
、
今
で
は
人
口
一
万
一
千
人

の
町
に
、
観
光
客
が
八
〇
万
人
も

訪
れ
る
と
い
う
。

▼
今
年
度
、
商
工
会
が
地
域
ぐ
る

み
で
小
規
模
事
業
者
を
面
的
に
支

援
す
る
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

を
作
成
し
、
国
の
認
定
を
受
け
、

小
規
模
事
業
者
の
技
術
の
向
上
、

新
た
な
事
業
分
野
の
開
拓
な
ど
を

伴
走
支
援
す
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
商
工
会
員
と
商
工
会
だ
け

で
な
く
市
町
村
や
金
融
機
関
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
を
図
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

北
陸
新
幹
線
開
業
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン・

と
や
ま
元
気
企
業
創
造
展
示
販
売
会
開
催

開
催
さ
れ
彩
を
添
え
た
。

県
連
合
会
で
は
各
商
工
会
と
連

携
し
て
一
昨
年
よ
り
北
陸
新
幹
線

開
業
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
展
示
会
を
各
地
で
リ
レ
ー

開
催
し
て
き
た
。
高
岡
テ
ク
ノ
ド
ー

ム
、
宇
奈
月
国
際
会
館
セ
レ
ネ
、
東

京
駅
地
下
一
階
び
ゅ
う
ス
ク
エ
ア
。

そ
し
て
、
開
業
記
念
と
し
て
、
三
月

二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
は
「
か
が

や
き
と
や
ま
逸
品
フ
ェ
ス
タ
～
ふ

る
さ
と
の
名
物
市
と
魅
力
発
信
の

祭
典
～
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
県
民
会
館
で
開
催
す
る
。

東
京
駅
で
富
山
の
魅
力
を
発
信
！

「挨拶をする石澤県連会長」
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百
年
に
一
度
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
！

県
内
経
済
五
団
体
が
新
春
互
礼
会

日　時／２月９日㈪　　場　所／㈱富山県総合情報センター
13:15 ～ 13:30　よろず支援拠点事業の説明

～助成金を活用して事業をもっと拡大しましょう～

＊セミナー終了後個別よろず経営相談会を開催します。
申込み先：（公財）新世紀産業機構内富山県よろず支援拠点　　電話　０７６－４４４－５６０５

経営改善・事業再生に取り組む方に

経 営 力 強 化 保 証
事 業 再 生 計 画 実 施 関 連 保 証

（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）
事 業 再 生 保 証
事 業 再 生 円 滑 化 関 連 保 証

入場
無料

支援制度活用促進セミナー開催のお知らせ支援制度活用促進セミナー開催のお知らせ支援制度活用促進セミナー開催のお知らせ

第1部 13:30 ～ 15:00
適切な事業計画の作り方

第2部 15:10 ～ 16:40
支援制度を活用したわが社の事業戦略

北
陸
新
幹
線
開
業
間
近

北
陸
新
幹
線
開
業
間
近

北
陸
新
幹
線
開
業
間
近

 
百
年
に
一
度
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
！

 
百
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
！

　

新
春
を
迎
え
た
一
月
五
日
、
県
商
工
会
連
合
会
と
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
県
経
営
者
協
会
、
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
に
、
今
年
か
ら
富
山
経
済
同
友
会
が
加
わ
り
、
五
団
体
合
同
に
よ
る
経
済
団
体
新
春
互
礼
会

を
富
山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
で
開
催
し
た
。

　

今
回
で
五
回
目
と
な
る
新
春
互
礼
会
に
は
、
各
団
体

役
員
や
企
業
の
ト
ッ
プ
ら
約
四
五
〇
名
が
出
席
し
た
。

　

黒
田
輝
夫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
が
開
会
を

宣
言
。
稲
垣
晴
彦
県
経
営
者
協
会
長
が
「
北
陸
新
幹

線
の
効
果
を
一
過
性
に
す
る
の
で
は
な
く
、
富
山
が

持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
ス
パ
イ
ラ
ル
効
果
を
期
待

し
た
い
」
と
新
年
の
挨
拶
を
し
、
続
い
て
来
賓
を
代

表
し
て
石
井
知
事
か
ら
「
地
方
創
生
が
重
要
テ
ー
マ

の
中
、
北
陸
新
幹
線
開
業
は
富
山
新
時
代
元
年
で
あ

る
。
百
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、

日
本
再
生
の
一
翼
を
担
い
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

来
賓
の
紹
介
と
鏡
開
き
に
続
き
、
石
澤
義
文
県
商

工
会
連
合
会
長
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
三
の
矢
の

効
果
が
出
て
い
る
。
有
効
求
人
倍
率
も
上
昇
し
て
い

る
。
富
山
発
展
の
正
念
場
だ
」
と
乾
杯
の
発
声
を
務

め
開
宴
し
た
。

　

な
ご
や
か
に
賀
詞
交
換
し
懇
談
し
た
後
、
高
木
繁

雄
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長
が
中
締
め
を
行
っ
た
。

乾杯の発声をする石澤県連会長



平成 27 年 2 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.476 昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

3

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資 多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得

中
小
企
業
景
況
情
報　

十
月
～
十
二
月
期

中
小
企
業
の
景
況
は
前
期
比
、小
売
業
は
好
転
、

製
造
業
、建
設
業
、サ
ー
ビ
ス
業
は
悪
化
し
た
。

　

県
連
合
会
が
ま
と
め
た

十
月
～
十
二
月
期
の
景
気

動
向
調
査
に
よ
る
と
、
本

県
商
工
会
地
区
の
中
小
企

業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
（「
好

転
、
悪
化
」
企
業
割
合
の

差
）
は
、
前
回
調
査
（
平

成
二
十
六
年
七
月
～
九
月

期
）
に
比
べ
七・三
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
△
二
十
三・六
と

な
っ
た
。
業
種
別
で
は
小
売

業
が
〇・九
ポ
イ
ン
ト
好
転

の
△
三
十
五・〇
、
製
造
業

が
十
八・八
ポ
イ
ン
ト
悪
化

の
△
十
一・六
、
建
設
業
が

十
五・〇
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の

△
十
五・〇
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
四・五
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の

△
二
十
四・二
で
あ
っ
た
。

　
来
期
は
当
期
と
比
較
し
全

体
で
〇・四
ポ
イ
ン
ト
悪
化

の
△
二
十
四・〇
を
予
想
し

て
い
る
。
建
設
業
、
小
売
業

で
好
転
を
、
製
造
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
は
悪
化
を
予
想
し
て

い
る
。

富
山
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

世
界
へ
羽
ば
た
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
！

富
山
大
学
基
金
事
業
と
し
て

学
生
海
外
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

学
生
海
外
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

　

富
山
大
学
（
遠
藤
俊
郎
学
長
）
で
は
、
学
生
修
学
支
援
や
教
育
研
究
支
援
等
の

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
に
「
富
山
大
学
基
金
」
を
創
設
し
、

現
在
基
金
総
額
は
約
六
七
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

富
山
大
学
で
は
、
平
成
二
十
六
年

か
ら
初
の
基
金
事
業
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
今
こ

そ
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
海
外

へ
飛
び
立
つ
チ
ャ
ン
ス
を
得
て
も
ら

い
、
自
分
自
身
の
目
と
耳
で
世
界
を

感
じ
学
ん
で
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら

「
学
生
海
外
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
現
在

三
名
の
学
生
が
富
山
大
学
か
ら
世
界

へ
飛
び
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肌
で
感

じ
な
が
ら
、
精
一
杯
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
、

充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
経
済

情
勢
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
地
元
企
業
の
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
金
額
及
び
寄
付
方
法

○
個
人
一
口
五
千
円

　

法
人
一
口
一
万
円

○
寄
付
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
基
金
事
務
室
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
、
専
用
の
振
込
用
紙
に
よ
り
、

指
定
機
関
か
ら
振
込
下
さ
い
。

　

富
山
大
学
基
金
は
、
企
業
の
皆
様

と
地
域
、
そ
し
て
本
学
の
「
知
」
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
で
す
。「
知
」
と
は

学
生
、
教
員
、
研
究
成
果
等
本
学
の

財
産
で
あ
り
、
地
域
の
発
展
の
源
泉

と
な
る
も
の
で
す
。

　

何
卒
、
富
山
大
学
基
金
の
趣
旨
に

ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
格

別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

国
立
大
学
法
人
富
山
大
学
基
金
事
務
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六
―
四
四
五
―
六
一
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
六
―
四
四
五
―
六
〇
一
四

E-m
ail

：kikin@
adm

.u-toyam
a.

ac.jp
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中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
焦
点
を
当
て
た
主
な
経
済
政
策
は
次

の
通
り
で
す
。
通
常
国
会
で
可
決
後
、
実
施
要
領
等
詳
細
が
公
表
さ
れ

る
予
定
で
す
。

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

お
や
べ
ホ
ワ
イ
ト
カ
レ
ー
そ
ば
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

　

小
矢
部
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、

北
陸
新
幹
線
開
業
と
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
開
業
と
い
う
一
〇
〇
年
に

一
度
と
も
言
わ
れ
る
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、「
お
や
べ
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
」

に
続
く
ご
当
地
グ
ル
メ
第
二
弾
と
し

て
、「
お
や
べ
ホ
ワ
イ
ト
カ
レ
ー
そ

ば
」
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
が
「
と
や
ま
の

カ
ラ
ー
フ
ー
ド
」
に
選
定
さ
れ
て
お

り
、
お
や
べ
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ

る「
白
」に
こ
だ
わ
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
た
。

　

昨
年
四
月
か
ら
試
作
を
重
ね
て
レ

シ
ピ
を
作
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
レ
ー

ソ
ー
ス
は
、
牛
乳
と
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ

ル
ク
を
ベ
ー
ス
に
ま
ろ
や
か
に
し
つ

つ
も
後
味
が
く
せ
に
な
る
よ
う
な
ピ

リ
辛
に
仕
上
げ
た
。
具
材
に
は
、
小

矢
部
ブ
ラ
ン
ド
の
鶏
肉
で
あ
る
「
火

ね
鶏
」
と
地
元
産
玉
ね
ぎ
を
使
用
。

そ
ば
麺
は
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
に
よ
く
絡

む
よ
う
地
元
業
者
に
依
頼
し
た
特
製

の
細
麺
と
す
る
な
ど
、
あ
く
ま
で
小

矢
部
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　

十
月
十
九
日
（
日
）
に
ク
ロ
ス
ラ

ン
ド
お
や
べ
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
と
十
二
月
二
十
四
日
（
水
）
に
同

会
場
で
実
施
さ
れ
た
花
火
大
会
に
お

い
て
、
二
度
に
渡
り
来
場
者
に
無
料

配
布
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
こ
で
頂
い
た
貴
重
な
意
見
を

参
考
に
さ
ら
に
改
良
を
加
え
、
将
来

的
に
小
矢
部
の
名
物
と
な
る
よ
う
商

品
化
を
目
指
し
て
い
る
。

おやべホワイトカレーそば

イベントでPRする青年部

■
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　

小
規
模
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、

商
工
会
等
と
一
体
と
な
っ
て
経
営
計

画
を
作
成
す
る
取
組
や
、
販
路
開
拓

に
取
り
組
む
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

　

補
助
率
２
／
３　

補
助
上
限
額

五
十
万
円
、
百
万
円
（
雇
用
対
策
、

買
い
物
弱
者
対
策
）、
五
百
万
円
（
複

数
の
事
業
者
が
連
携
し
た
共
同
事
業
）

■
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
革
新
補
助
金

　

試
作
品
・
新
商
品
の
開
発
や
生

産
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
・
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
や
販
売
方
法
の
導
入
な
ど
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
事

業
革
新
に
取
組
む
費
用
の
２
／
３

を
補
助
し
ま
す
。

１　

革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

（
１
）
一
般
型

　

補
助
上
限
額　

一
千
万
円

（
２
）
コ
ン
パ
ク
ト
型

　

補
助
上
限
額　

七
百
万
円

２　

も
の
づ
く
り
の
革
新

　

補
助
上
限
額　

一
千
万
円

３　

共
同
し
た
設
備
投
資
等
に
よ

　

る
事
業
革
新

　

補
助
上
限
額

　
　
　

共
同
体
で
五
千
万
円

■
創
業
・
第
二
創
業
者
向
け
補
助
金

（
１
）
新
た
な
需
要
を
創
造
す
る
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

創
業
者
に
対
し
て
、
店
舗
借
入
費

や
設
備
費
等
の
創
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

補
助
上
限
額

　
　

二
百
万
円　

補
助
率
２
／
３

（
２
）
事
業
承
継
を
契
機
に
既
存
事

業
を
廃
業
し
、
新
分
野
に
挑
戦

す
る
等
の
第
二
創
業
者
に
対
し

て
、
人
件
費
や
設
備
費
等
、
廃

業
コ
ス
ト
等
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
負
担
し
ま
す
。

　

補
助
上
限
額

　
　

一
千
万
円　

補
助
率
２
／
３

■
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
事
業

　

従
来
の
新
連
携
促
進
事
業
や
地

域
資
源
活
用
事
業
、
農
商
工
連
携

事
業
に
左
記
の
新
事
業
が
加
わ
り

ま
す
。

（
１
）
小
売
事
業
者
等
が
、
製
造
事

業
者
と
連
携
し
て
「
ふ
る
さ
と

名
物
」
な
ど
の
販
路
開
拓
に
取

り
組
む
際
に
か
か
る
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

　

補
助
上
限
額　

一
千
万
円

※
大
企
業
へ
の
補
助
率
は
１
／
２
、

中
小
企
業
等
へ
の
補
助
率
は

２
／
３

（
２
）
複
数
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
、「
ふ
る
さ
と
名
物
」

な
ど
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た

め
の
取
組
を
行
う
場
合
、
そ
の
費

用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
上
限
額　

二
千
万
円

（
３
）
地
域
資
源
を
海
外
展
開
さ
せ

る
た
め
、
国
内
外
の
専
門
家
な

ど
を
活
用
し
て
行
う
、
も
の
づ

く
り
、
食
、
観
光
等
の
地
域
資

源
の
発
掘
や
、
海
外
向
け
商
品

の
開
発
な
ど
の
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
名
物
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
」
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
名
物
商
品
券
」
を

活
用
し
て
消
費
を
喚
起
し
ま

す
。（
予
定
）

�����������������������������������������������������

平
成
二
十
六
年
度
補
正
予
算
案
が
国
会
提
出

平
成
二
十
六
年
度
補
正
予
算
案
が
国
会
提
出

速報
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平成 26年分　所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の確定申告
●確定申告書はインターネットで簡単作成
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額など
が自動計算され、確定申告書などが作成でき、ご自宅のプリンターで印刷して郵送等により税務署に提出できるほか、
同コーナーの画面上からそのまま e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して税務署に送信（提出）するこ
とができます。
※ e-Tax の利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です。）とＩＣカードリーダライタの購入などの事前準備が必要です。
●復興特別所得税の記載漏れにご注意！
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注
意ください。
※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。

●申告書提出期限と納期限・振替日　　納付は、安全確実な振替納税が大変便利です。

　　 確定申告書の提出期限 納　期　限 振　替　日 ※確定申告をする必要のある方が
期限内に申告・納税をしなかった場
合、後で不足の税金を納めていただ
くだけでなく、加算税や延滞税を納
めていただく場合がありますので
ご注意ください。

（納付書で納付する場合） （振替納税の場合）
所 得 税 ３月 16 日（月） ３月 16 日（月） ４月 20 日（月）
消 費 税 ３月 31 日（火） ３月 31 日（火） ４月 23 日（木）
贈 与 税 ３月 16 日（月） ３月 16 日（月）

税務署からのお知らせ

新入社員研修会を開催します
県連合会では、新入社員が組織人としての基本姿勢やマ
ナー・心構えを習得し、その資質向上を図り、即戦力とな
ることを目的とし、新入社員研修を開催します。

日　時：平成27年４月３日（金）
　　　　午前９時30分～午後４時30分
場　所：富山県中小企業研修センター
対　象：新入社員、採用３年以内の若手社員
定　員：５０名
受講料：６，０００円（昼食付き）

第1部 「富山の魅力を感じ、富山で働くということ」
商品ジャーナリスト　㈱ものめぐり 
代表取締役社長　北村　森 氏　

第2部 「内発的モチベーションを高めるキャリアマップづくり」
（一般社団法人）富山県中小企業診断協会
会長　羽田野　正博 氏

第3部 「職場のマナー、社会人としての心構え」　　　　
I.S.K 有限会社　代表取締役　市井　啓子 氏

問合わせ・申込み　富山県商工会連合会　電話：076-441-4716
（詳細は当機関紙 3 月 1 日号折り込みチラシにてご案内いたします）
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経
営
者
交
代
の
場
合
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
組
織
力
の
低
下
、

事
業
用
資
産
の
分
散
、
相
続
税
の
発
生
な
ど
を
回
避
す
る
に
は
次

の
計
画
的
な
準
備
が
有
効
で
す
。

●
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

　

現
状
の
把
握

　

企
業
の
懸
念
事
項
や
問
題
点
、

株
主
の
状
況
、個
人
資
産
の
概
要
、

個
人
負
債
や
保
証
の
状
況
、
相
続

税
額
の
予
想
な
ど
の
現
状
を
把
握

し
ま
す
。

●
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

　

後
継
者
・
承
継
方
法
の
確
定

　

後
継
者
が
親
族
内
か
、
親
族
外

か
に
よ
っ
て
承
継
方
法
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
親
族
で
も
、
承
継

意
思
や
、
経
営
能
力
が
あ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
従
業
員
は

経
営
リ
ス
ク
を
と
る
覚
悟
で
入
社

し
て
い
な
い
の
で
十
分
な
対
話
が

必
要
で
す
。
身
近
に
後
継
適
任
者

が
い
な
い
場
合
、
事
業
売
却
や
親

族
外
第
三
者
に
求
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
寄
り
の
「
事
業
引
き

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
す

る
の
も
有
効
で
す
（
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構
に
窓
口
が
あ
り
ま

す
）。
い
ず
れ
の
場
合
も
関
係
者

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

●
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

　

事
業
承
継
計
画
の
作
成

・
後
継
者
教
育

　

後
継
者
に
業
務
分
野
を
計
画
的

に
実
践
さ
せ
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
経

営
理
念
、ノ
ウ
ハ
ウ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
の
自
社
の
強
み
を
承
継
し
ま

す
。
外
部
の
研
修
や
経
営
塾
の
活

用
も
有
効
で
す
。

・
資
産
の
承
継

　

①
後
継
者
へ
の
自
社
株
式
、
事

業
用
資
産
の
集
中 
②
後
継
者
以

外
の
相
続
人
へ
の
配
慮
と
い
う
二

つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。
納

税
猶
予
制
度
（
五
年
間
猶
予
）、

民
法
特
例
（
事
業
資
産
の
遺
留
分

算
定
の
基
礎
財
産
か
ら
の
除
外
や

評
価
額
の
固
定
）、
金
融
支
援
策

の
活
用
を
計
画
し
ま
す
。（
中
小

機
構
、「
中
小
企
業
経
営
者
の
た

め
の
事
業
継
承
対
策
」
よ
り
）

●
承
継
後
の
課
題

　

平
成
二
十
六
年
度
版
中
小
企
業

白
書
で
は
、
後
継
者
の
新
た
な
取

り
組
み
は
、
販
路
開
拓
、
取
引
先

拡
大
、
新
商
品
開
発
、
赤
字
部
門

撤
退
、
異
業
種
へ
の
参
入
の
順
に

な
っ
て
い
る
。

　

次
回
は
事
業
承
継
事
例
に
つ
い

て
で
す
。

　

先
月
号
で
「
外
国
人
対
応
の
神
髄

は
何
も
し
な
い
こ
と
」
な
ど
と
新
春

早
々
、
挑
戦
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
並
べ

ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
現
実
に
あ

る
話
で
、
そ
の
旅
館
は
今
日
も
個
人

旅
行
の
外
国
人
が
ほ
ぼ
満
員
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
話
の
前
に
ち
ょ
っ

と
だ
け
理
屈
を
。

（
一
）
リ
ピ
ー
タ
ー

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｔ

Ｄ
Ｒ
）
は
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
多
く
人
を

引
き
付
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

す
で
に
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
観
光
で
は
、
人
々
は
非
日
常
の

世
界
で
夢
を
見
続
け
る
の
で
す
。
Ｔ

Ｄ
Ｒ
で
働
く
全
て
の
キ
ャ
ス
ト
が
①

王
様
は
子
供
た
ち
。
②
夢
は
終
わ
ら

な
い
。
こ
の
二
点
が
完
全
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
夢
を
さ
め
さ
せ
な
い

為
に
す
べ
て
の
日
常
性
を
排
除
し
て

あ
る
の
で
す
。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
外
れ
る
の
で

分
析
が
ま
し
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん

が
、
①
だ
れ
が
主
客
か
を
理
解
し
て

全
て
は
主
客
の
為
に
あ
る
。
②
訪
問

者
に
い
い
気
持
ち
を
味
あ
わ
せ
、
そ

の
ま
ま
持
ち
帰
ら
せ
る
。

　

こ
の
二
点
が
あ
れ
ば
、き
っ
と「
ま

た
、
い
つ
か
来
た
い
」
と
思
っ
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

（
二
）
企
業
の
財
産

　

前
出
の
外
国
人
客
の
多
い
旅
館
で

す
が
、
お
風
呂
は
和
式
、

布
団
は
自
分
で
ひ
い
て
寝

て
も
ら
う
。
従
業
員
は
老
夫
婦
と

若
夫
婦
の
四
人
、
英
語
の
達
者
な
者

は
〇
で
特
段
変
わ
っ
た
事
は
し
て
い

な
い
に
も
拘
ら
ず
、
外
国
人
で
年
間

九
〇
％
以
上
の
客
室
稼
働
率
。
旅
行

会
社
の
広
告
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
使
用
し

て
い
な
い
。
予
約
は
メ
ー
ル
。

　

こ
れ
に
対
し
て
宿
泊
客
は
『
こ
こ

に
日
本
人
の
生
活
を
見
つ
け
た
。』

　

そ
し
て
、
彼
ら
は
宿
泊
経
験
を
自

分
た
ち
の
言
葉
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て

発
信
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
次

の
顧
客
を
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
観
光
客
数

は
激
減
し
大
手
で
も
回
復
に
は
半
年

以
上
の
月
日
が
掛
か
っ
て
い
た
頃
、

わ
ず
か
三
ヶ
月
で
業
績
を
回
復
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、
当
館
の
ご
主
人
達

は
ネ
ッ
ト
で
『
私
た
ち
普
段
と
変
わ

ら
ず
生
活
し
て
い
ま
す
』
と
発
信
し

た
だ
け
で
す
。

　

外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
日
本
滞

在
は
非
日
常
体
験
な
の
で
す
。
非
日

常
を
求
め
て
訪
日
し
た
の
に
、
欧
米

化
さ
れ
た
日
本
文
化
で
は
日
常
生
活

を
切
り
離
せ
な
い
の
で
す
。

　

次
回
は
ま
と
め
で
す
。

北
陸
新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

新
幹
線
が
来
る

（
専
門
指
導
員　

鈴
木
英
雄
）

事
業
承
継
を
す
す
め
る
②

事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　経営支援課
（TEL076-441-2716）
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県では、女性の力を活かすために企業が行
う研修等の取組みを支援することで、女性社員

の処遇改善を目指す「女性パワー活用企業支援事業」
を実施します。

この事業は、県内中小企業に委託して実施しており、下
記のとおり受託企業を募集します。

概要：受託企業は、女性社員（女性を含む従業員）への研修
等の取組みを通じて女性社員の処遇改善を行う旨の「処遇改
善計画」を作成し、その内容を公表したうえで、目標に向け
た取組みを行い、富山県がそれらの取組みを支援します。
対象：県内中小企業（10 社程度募集）
事業期間：平成 26 年度中に事業を開始し、平成 28 年３月末ま

でに事業を終了すること。
委託費（限度額）：平成 27 年３月までに実施する事業 
　　　　　　　　10 万円（消費税及び地方消費税を除く。）
　　　　　　　　平成 27 年４月以降に実施する事業 
　　　　　　　 60 万円（消費税及び地方消費税を除く。）
対象経費：研修等に必要な経費（受講料、旅費、宿泊費、テキ

スト代、外部講師謝金・旅費など）処遇改善に向けたコン
サルティングに要する経費（コンサルティング料、旅費）

北陸新幹線開業PRの
マスコットキャラ
「きときと君」

女性パワー活用企業支援事業受託企業募集

県では、ベンチャー企業・中小企業
等の開発した新商品をトライアル発注商

品として認定し、認定された商品の試し買い
に努めるほか、県が試しに購入した商品につい

ては、使用後の意見をフィードバックするなど、
中小企業者のさらなる新商品開発や改善、販路拡大

を応援しています。

詳細については、富山県商工労働部経営支援課の HP
よりご覧ください。
申請書・実施要綱等　HP からダウンロードできます。

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/
kj00002150-003-01.html

■募集（申請受付）期間■
２月２日（月）から３月２日（月）まで

※申請相談は随時受付けています。

「とやまシニア専門人材バンク」の登録企業を募集中
　県では、専門的知識、技術、経験を活かして就労を希望する高齢者と、
これらの人材を求める企業との効果的なマッチングを図るため、平成
24 年 10 月に「とやまシニア専門人材バンク」をとやま自遊館２階に
開設し、先頃開設２周年を迎えました。
　人材バンクでは、富山県・富山労働局・富山公共職業安定所が一体
となって支援を行います。企業の人材確保のため、是非ご活用ください。

■対象
 ・概ね 55 歳以上で、有する専門知識や技術等を

活用して再就職を希望される方
 ・これらの専門人材の採用を希望する企業等

■特徴
 ・相談から情報提供までワンストップで支援します。
 ・企業の即戦力となる専門人材を登録しています。
 ・インターネットで専門人材の検索・閲覧が可能

です。
 ・企業の求人ニーズに合わせて人材の発掘・紹介

をします。
 ・現在就業中の人、UIJ ターン希望の県外在住者

等広範囲の求職者をカバーしています。

～即戦力の専門人材をお探しの貴社のニーズにきめ細かく対応します～

○サービスをご利用いただくには、人材バンクへの登録が必要です。
○登録は、バンク窓口での受付のほか、インターネットからでも可

能です。（下記ホームページで受け付けています。）

登録企業数 630社　　登録者数 1175 名　　うち就職者数 678名

とやまシニア専門人材バンク窓口
所 在 地：〒 930-0805 富山市湊入船町 9 番 1 号（とやま自遊館２階）
開設時間：月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:00  ※祝日、年末年始は除く
電話番号：076-444-4

シ ニ ア バ ン ク

289　ＦＡＸ番号  076-444-0117
問合せ先：とやまシニア専門人材バンク（電話：076-444-4289）
　　　　　  富山県商工労働部労働雇用課（電話：076-444-8897）

とやまシニア専門人材バンク・ウェブサイト
http://senior-bank.pref.toyama.lg.jp
 ・登録いただくと、インターネット上で専門人材の詳細情報の閲覧が可

能になります。
 ・企業情報、採用予定情報を登録・公開することで、専門人材とのマッチ

ングの可能性が高まります。

○開設以来、多くの求職者や企業が登録・就職されています！（H26.12 月末現在）

トライアル発注商品の
申請募集 !!

お問合せ先：経営支援課　創業・ベンチャー係
（TEL076－ 444-3247）

■お問合せ・お申込み■
富山県社会保険労務士会
TEL：076-441-0432

富山県職業能力開発課人材育成係
TEL：076-444-3259

緊急雇用創出事業「地域ひとづくり事業（処遇改善プロセス）」
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世界遺産・五箇山相倉集落
ライトアップ ３／５（木）～８（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

富山スキーマスターズ大会
（牛岳スキー場） ３／６（金）・７（土） 富山県スキー連盟 076-442-3110

世界遺産・五箇山菅沼集落
ライトアップ

３月の毎週
金曜・土曜の夜 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

ふれあい青空市
「やまだの案山子」

３／7（土）開始
毎週土曜・日曜・祝日開催

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

牛岳 GSL 大会（牛岳スキー場） ３／８（日） 牛岳スキー学校 076-457-2015

相倉集落ライトアップと
民謡の夕べ ３／14（土）～16（月） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

風の盆ステージ・町なかミニツアー ３／14（土）・28（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

伊藤 惇夫 時局講演会 ３／20（金） 八尾町工場協会 076-455-3181

第25回南砺いのくち椿まつり ３／21（土）～22（日） 南砺いのくち
椿まつり実行委員会 0763-64-2211


